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いたいけな娘の死体が, ラップ地区の集落から

2km ほど離れた養魚池近くのマングp-プ林 で発

見されたことがある｡この娘は,何度か森へ逃亡す

ることがあり,当時も2-3日前から行方不明とな

っていて,村人の捜索が行われていたやさきのこと

であった｡

この娘の他にも,森へ逃亡 したことがある者,時

時そうした行為に出る者がいて,bonboang にかか

っているのだと言われている｡

調査地のサゴ生産村の周囲には,森 ･土地を支配

している精霊 (♪unnatana)がいる｡樹,アリ塚,

旧自然堤防 ･砂丘跡のわずかな高みなどがその住み

処なのだと言われている｡

そうした精霊とは別に,精霊と人間の間に位置す

ると思われる摩詞不思議な老たちがいて,私の調査

村は極めてにぎやかな世界となっていた.Pakoni,

parakan,Po'Pok,juJ.undapo等である｡村人の体

験を集めて得られる彼らの像は実に人間的であり,

村人は一様に恐れながらも,時には彼らに同情さえ

するのである｡勇敢な者は,彼らに金品を要求する

ことさえある｡

Pakoni,parakanは通常 は人間の姿と変わ りな

く,村人と結婚することもある｡彼らは,満月の夜

に動物 (巨大な水牛 ;白いネコ;ヤギ)や寵 (ココ
ヘン ゲ

ヤシの葉で編んだ絶)に変化 し,人をたぶらかす｡

高床家屋の台所の下の湿った場所に好んで出現 し,

泥や汚物を sokko (モチ米でつくった食べ物)と感

ちがいなして食べるという｡また人の肝を喰 うこと

で非常に恐れられているが,村人は彼らは一種の病

気にかかっているかわいそうな老たちであると考え

ている｡

po'pokは翼を持ち,危篤状態の者の肝を喰って
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飛び去ると言われている｡重病人のい る家族は

po'pokが来るのを見はる｡

)'ujundaboは頭に火を灯 しながら,雨の日に出

現 し,カェルの目玉を喰 う｡雨の夜,森 の周辺で

は,この灯が揺れ動くのが見えるのだという｡

実は私は好運にもこの).ujundaPoと遭遇 したこ

とがある｡現場で鶏のふ化実験をしていて遅くなっ

た｡雨の降る午前 1:00ごろ,現場に残るサゴ仲間

の反対を押 し切って一人自転車で下宿 している区長

の家に戻るときのことである｡前方にこっの奇妙な

灯が波 うちながら移動 している｡私が近づくと一旦

高床家屋の陰になり消えていたが,数メー トル手前

から私の行く手を横切ってサゴ森の方-消えていっ

た｡確かに頭に火 (黒ずんだ赤い火,ちょうどダラ

ン ･ガランというタバコのラベルの色)を灯 した二

人の男だった｡

その蕨はみごとに灯の陰になっていて見ることが

できなかったが,ラップ区の住民でないことはその

姿 ･格好から明らかであった｡

その後,恐怖心と自分自身の護身のために村の古

老に魔物との接 し方を学ぶことにした｡

その方法は簡単に言えば,彼 らと会話をす るこ

と,むやみに恐れずに,むしろ彼らの存在を認めて

会話をすることである｡｢互いに危害を加えない よ

うにしようではないかと悟せばいい｡それでも,彼

らが迫ってくるような時はこちらが威嚇すれば大抵

の魔物は逃げてゆくものだ｡彼らにとって人間とは

恐 しい存在であるのだ｣と語ってくれた古老は,最

後に,最近では森が少なくなって,そ うした魔物も

めっきり姿を現さなくなってきていると付け加えて

いる｡

甫スラグェシ州の中で最も開発の遅れている地域

であるとされるマランケ郡も近年,西部のpソコソ

河下流域と東部のバレアセ流域の郡境からしだいに

トランス ･イミグレーションの圧力を受けて広大な
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養魚池が急速に拡大 し,マングローブ林は切 り

尽くされてしまった｡

低湿地林が伐採されつつある｡こうした現場では,

主にジャワ人が奇妙な死に方をするという噂を聞く

ことがあるが,住み処を追われた魔物たちは,いっ

たい何処-行くのであろうか?

私は先きの )'ujundaPoに遭遇した時の彼 らの

姿があまりにも人間的であったことが気になってし

かたがない｡自然科学を学ぶ者にとって安易に魔物

の存在を認めたくないという気持ちがあるが,私の

目でとらえた事実は動かしようがない｡と,ふっと

思い出したのは,柳田国男の 『山の人生』の中にで

ている話である｡村人がお化けに遭遇して,恐怖の

あまり撲殺 してみると,その顔は十数年前に神隠し

にあって消えた女の顔に酷似していたという話のこ

とである｡

熱帯の低湿地林の周囲にも,冒顕に書いた,いた

いけな娘のようにbonboangにとりつかれて森-逃

げた者がほんとうに息を潜めながら住んでいるのか

もしれない｡

この娘が行方不明になっていたとき,養魚池の番

を夜っぴてしていた村人が彼女と遭遇しエビを盗み

に来たと勘違いをして,殴りかかるという悲劇があ

ったという｡

かつては,魚獲の際に雑魚としてかかるエビには
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養魚池の魚獲後,いくぱくかの魚を待て家路に

つく子供｡エビは法外な値で売れるため子供た

ちのロに入ることは少なくなった｡

価格はなく,魚獲を助けに集まる村人や子供たちに

分けられていた｡それが,近年,日本の水産業者が

法外な値で買付けをするため1キロ当たりRp12,000

もするようになってきている｡金のなる樹として急

速に作付面横が広がった丁字でさえ Rp6,000-

Rp7,000/kgである｡我がサゴ新工場から出荷する

精製サゴデンプン価格の実に50倍以上の値であるこ

とを考えれば実に高い値がつけられていることがわ

かる｡

そのため魚獲近くなると,かなり注意 して徹夜で

池の番をするようになってきている｡

また,この高値にひかれて新たにエビの養殖を主

眼とする養魚池の造成が増え,マングローブ林は切

りつくされたと言ってもよい状況になってきてい

る｡もはや,薪炭材として,調査地からマングロー

ブを出荷することは不可能であろう｡

上流からは, トランス ･イ ミグ レーションの圧

刀,海岸からほ養魚池造成という圧力の下でサゴ生

産村周辺の森は今急速に減少 している｡私 として

は,サゴ森の周辺に住む魔物たちとも共存しうるよ

うなサゴ生産村の将来を考えつづけたいと思う｡
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